
５
日
、
木
村
と
し
あ
き

さ
ん
の
故
郷
・
遠
軽
町

で
、
「
木
村
と
し
あ
き
町

民
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

木
村
と
し
あ
き
さ
ん
を
故

郷
か
ら
も
支
え
よ
う
と
五

百
名
余
り
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
ま
し
た
。

集
会
の
前
に
発
足
し
た

遠
軽
地
区
連
合
後
援
会
の

会
長
に
就
任
し
た
榎
木
さ

ん
は
、
「
昔
か
ら
熱
意
と

思
い
や
り
の
心
が
強
く
、

皆
の
リ
ー
ダ
ー
で
し
た
」

と
木
村
さ
ん
を
紹
介
し
ま

し
た
。

続
い
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

総
合
振
興
局
選
挙
区
の
日

下
北
海
道
議
会
議
員
は

「
一
期
目
４
年
間
は
遠
軽

町
出
身
の
堀
知
事
を
支
え

た
。
し
か
し
そ
の
後
の
８

年
間
で
、
こ
の
閉
塞
感
が

作
ら
れ
た
」
と
自
身
の
議

員
経
過
と
重
ね
て
道
政
を

振
り
返
り
、
「
地
域
が
衰

退
し
て
は
北
海
道
は
元
気

に
な
ら
な
い
。
今
こ
そ
ま

さ
に
地
域
活
性
化
の
伝
道

師
・
木
村
さ
ん
の
力
が
必

要
」
と
挨
拶
。

来
賓
の
松
木
衆
議
、
徳

永
参
議
、
佐
々
木
遠
軽
町

長
、
原
田
湧
別
町
長
、
川

根
佐
呂
間
町
長
か
ら
も
そ

れ
ぞ
れ
激
励
の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
木

村
と
し
あ
き
さ
ん
は
い
た

だ
い
た
激
励
に
応
え
て
力

強
く
決
意
を
表
明
し
ま
し

た
。
あ
ま
り
に
も
力
強
い

北
海
道
を
愛
す
る
思
い

に
、
会
場
に
は
涙
を
流
す

方
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

奮
闘
す
る
木
村
さ
ん
に

遠
軽
高
校
の
同
級
生
か
ら

激
励
の
花
束
が
贈
呈
さ

れ
、
遠
軽
町
議
会
の
前
田

議
長
の
音
頭
で
三
本
締
め

で
心
を
ひ
と
つ
に
し
ま
し

た
。

☆
木
村
と
し
あ
き
さ
ん
の

話参
加
い
た
だ
い
た
五
百

名
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感

謝
で
す
。
来
賓
、
近
隣
首

長
・
議
長
の
皆
さ
ん
、
会

場
設
営
や
受
付
な
ど
の
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま

し
た
。
必
ず
地
域
か
ら
北

海
道
を
元
気
に
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
激
励
を
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
頑
張
り
ま
す
。

日
に
「
女
性
の
元
気

20フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

女
性
が
安
心
し
て
働
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
、
子

ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と

育
つ
社
会
に
し
よ
う
と

「
女
性
の
元
気
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
を
３
月

日
に
札
幌

20

市
内
で
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
地
域
活
性
学
会

理
事
の
木
村
と
し
あ
き
さ

ん
が
、
女
性
に
向
け
た
政

策
な
ど
を
語
る
ほ
か
、
中

小
企
業
診
断
士
の
庄
司
俊

雄
さ
ん
が
「
厳
し
い
環
境

で
勝
ち
残
る
経
営
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
し
ま
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
参

加
費
・
事
前
申
し
込
み
不

要
で
す
。

日
時

３
月

日(

日)

20時
半
～

時

14

16

場
所

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

階
「
白
鳥
の
間
」

20

(

中
央
区
北
５
西
５)

木村としあき政経セミナー
「北海道 元気の処方箋」

日 時 ３月１４日(月)14時～
場 所 札幌パークホテルB１
会 費 ５，０００円
内 容 パネルディスカッション

｢北海道 元気の処方箋｣
【パネラー】
◆東京農業大学生物産業学部教授

渡部 俊弘氏
◆社会医療法人禎心会理事

德田 禎久氏
◆地域活性学会理事

木村 としあき
【コーディネータ】
◇北海学園大学法学部教授

神原 勝氏
※この催事は、政治資金規正法第八条

の二に規定する政治資金パーティー
です。

☆北海道を動かす会/木村としあき後援会 ☆札幌市中央区大通西5丁目昭和ビル6F ☆℡011-272-1110 ☆Fax011-272-1121

故郷・遠軽に後援会発足

『木村としあき遠軽地区連合後
援会』が発足しました。

５日に開催された後援会発足総
会では、会長に中学、高校の同窓
生、榎木雅栄さんが就任。

遠軽は木村としあきさんの故郷
です。幼なじみの皆さんも後援会
に参加いただき、力強い激励をい
ただきました。

２０１１年３月７日(月) 木村としあき通信 Vol．１８

北海道１７９市町村のできる！を実現

▲木村としあきさんを激励した町民集会

▲集会には約500名が参加。三本締めで心
をひとつに

木村としあき
公約発表

日 時 ３月１０日(木)
16:00～16:45

場 所 ﾎﾟｰﾙｽﾀｰ札幌
２階「ｺﾝﾁｪﾙﾄ」



２０１１年３月７日(月) 木村としあき通信 Vol．１８

ｵﾎｰﾂｸ･宗谷編

＝ｵﾎｰﾂｸ･宗谷管内の皆さん、ありがとうございました＝

↑
利
尻
町
の
方
の
名
刺
の
裏
。
海
草

を
押
し
花
風
に
ア
レ
ン
ジ

《スペシャル講演会》
人間接着剤・青木匡光さん＆木村としあきさんが語る

【全員参加のまちづくり・ひとづくり】
「地域づくりに関われない人はいない」。私たち

が大切にしている考えです。ヒューマンハーバー（人
間の港）を開設し、人間接着剤として著名な青木匡
光さんをお招きして自分の可能性や役割を発見でき
る時間を共有したいと思います。

老若男女、すべての方が参加できる講演会です。
入口付近にお子様連れの方にも安心のフリースペー
スを用意し、学生ボランティアや退職者の見守り隊がお出迎え。安心して
ご来場下さい。
■日時 2011年3月12日(土)15:00～16:00
■場所 パークホテル １Ｆ 光華 (札幌市中央区南10条西3丁目)
※事前申し込み不要
◇主催 女性・青年・退職者の社会参加を推進する実行委員会

《講師紹介》青木匡光さん
1933 年東京生まれ。九段高校を経て小樽商科大学卒業。三菱商事、広
告会社を経て、75 年にアソシエイツ・エイラン創立。メディエーターとして
人間関係に悩む人たちに指針を与え、仕事と人生に意欲的な人間同志
を結び付けている。人脈づくり、異業種交流の草分けで企画のプロと称さ
れている。また、ビジネス評論家としても、人間交流、企画イベントの相
談、講演、著作にとその活躍ぶりはマスコミ等に広く知られ、まさにＥＱ型
人間の代表である。“ＥＱ型人間のススメ”“ＥＱ人間がビジネスを成功さ
せる”“香りある人になるために”“魅力ある人間性づくり”などのテーマ
で、実践的体験を踏まえ、具体的、実践的にアドバイスする。著書多数。

木村としあきの「北海道白熱教室」
北海道の全ての若者、集まれ！！

これからの北海道を変
えていくのは若者。木村と
しあきさんに179の質問を
投げかけ、木村としあきさ
んのもっているアイディア
を絞り出し、それらを「こ
れからの北海道」に還元
していこう。一人ひとりが

「今」を知り、「未来」に向けて動き始める
時。

さぁ、これからの「北海道」について共に
語ろう。木村としあきさんとディスカッションパ
ートナーになろう。

■日時 2011年3月13日(日)９時～11時
■会場 京王プラザホテル札幌

２Ｆ 「エミネンスホール」
札幌市中央区北5 条西7丁目

－ディスカッションパートナー募集中－
●申し込み締め切り 3月11日(金)
●申込み先

ikedamaki@kimura-toshiaki.com
※申し込みに際しては①氏名(ペンネー
ムも可) ②質問内容を付してください
いただいた個人情報は、開催の目的以外には使用しません。

一般参加者－
木村としあきと若者が北海道をテーマ

に激論を交わします。ぜひ会場に足を運
んでいただきお聞きください。事前申し
込みは不要です。
■主催 北海道の未来を担う若者実行委員会

【問い合わせ先 011-233-3874】

ＵＳＴＲＥＡＭライブ中継予定
来場できない地域からも生参加！

www.ustream.tv/channel/kimura-toshiaki か
ら tweet お待ちしてます！

▲網走市の佐藤道議らと一緒に街
頭演説

▲網走市の東京農業大学ｵﾎｰﾂｸｷｬﾝﾊﾟｽで、地域活

性化の動向について講演(3/5網走)

↓
遠
軽
講
演
会
の
役
員
の
皆
さ
ん

と
。
先
輩
か
ら
は
「
頑
張
れ
後

輩
」
と
色
紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

(

３
／
５
遠
軽)

↓
利
尻
富
士
町
の
社
会
福
祉
施

設
を
訪
問

↓
網
走
市
で
は
各
後
援
会
の
事

務
所
を
訪
問
。
激
励
い
た
だ

き
ま
し
た

↓
一
次
産
業
の
振
興
が
地
域
の

元
気
。
利
尻
町
の
加
工
場
を

訪
問
し
ま
し
た




